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家庭総合(2年） （２単位）

校長

年度末

(３月)

20 年度 学習指導計画

科目名
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指導上の留意点・到達目標

・自分の食生
活を見つめ直
させる
・朝食の大切さ
をわからせる。
・基礎的な調
理実習が行え
るようにする。

　・食中毒予防
について学ば
せる。
・消費者として
買う自覚を持
たせる。
・バランスの良
い献立をたて、
実習できるよう
にする。
・高齢期への
関心を高めさ
せる。　　　　・
高齢者との関
わりや自分の
高齢期につい

教頭 授業担当者

年度始

(５月)

事務長

１、教科書・副教材

家庭総合　　　教育図書

２、科目の目標

　現代の食生活の問題点と病気との関連を理解させ、食生活診断から各自の食生活の反省と、
よりよい食生活ができるようにする。食に対する問題が多い中で、消費者として食品を選ぶ正しい
知識を身につけさせる。また調理実習を行うことで、調理に興味・関心を持ち、基礎的な技術
と知識を身につけ家庭で実践できるようにする。

３、年間授業計画

指　　導　　内　　容 考査範囲 時数（予定/実施）

１
　
　
学
　
　
期

４月
第５章
生活を営む
Ⅰ．食生活
を設計し実
践しよう

・人はなぜ食べるのか
・食生活の成り立ち
・現代の食生活
・日常食の調理
・調理用具、調理用語
・ごみの分別
・調理実習

５月

６月

期末考査

７月

２
　
　
学
　
　
期

９月
第５章
生活を営む
Ⅰ．食生活
を設計し実
践しよう

・高齢者の生活を見つめる
・高齢者の介護を実践して
みよう
・日常食の調理

・食品の選択と取扱い
・食品の衛生と安全
・体に必要な栄養素と食品
・５大栄養素とそれを多く含
む食品
・日常食の調理

１０月

１１月

期末考査

１２月

学年末考査２月

３月

12

／

３
　
学
　
期

１月
第４章
高齢者と生
きる

５、反省・総括・次年度への改善点

４、評価の方法

・期末考査点　　　・ノート（ファイルプリント）提出　　　・調理実習での身支度の用意や材料の忘れ
物の有無　　　・授業の出席　　　・授業への参加意欲


